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２
０
１
５
年
12
月
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
に
お
い
て
す
べ
て
の
国
が

参
加
す
る
２
０
２
０
年
以
降

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

等
の
た
め
の
新
た
な
国
際
的

な
枠
組
み
と
し
て
パ
リ
協
定

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え

日
本
に
お
い
て
も
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
を
進
め
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
建
築

物
省
エ
ネ
法
が
今
年
の
５
月

に
公
布
さ
れ
、
省
エ
ネ
基
準

へ
の
適
合
義
務
制
度
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
築
物
に
あ
っ
て
は
こ
れ

ま
で
は
大
規
模
建
築
物
は
省

エ
ネ
基
準
の
適
合
義
務
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
っ
て
小
規
模
な
建
築
物

に
ま
で
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
住
宅
（
３
０
０

㎡
未
満
）
に
つ
い
て
は
建
築

士
か
ら
建
築
主
へ
の
省
エ
ネ

性
能
の
説
明
義
務
が
制
度
化

さ
れ
ま
す
。（２
０
２
１
年
４
月
施
行
）

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
手
法

は
「
負
荷
の
低
減
」
と
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
使
用
」

の
二
つ
に
分
類
し
て
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
「
負
荷
の
低
減
」
と
は
室
温

を
あ
る
温
度
に
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
熱
量
（
暖
冷
房

負
荷
）、
必
要
と
な
る
量
の
お

湯
を
沸
か
す
た
め
の
熱
量（
給

湯
負
荷
）
な
ど
を
低
減
さ
せ

る
手
法
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的

使
用
」
と
は
負
荷
（
必
要
な

熱
量
や
電
力
量
）
を
い
か
に

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
成
果

を
上
げ
る
た
め
の
手
法
で
す
。

　

こ
の
二
つ
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
図
り
ま
す
。

　

前
者
は
建
物
の
高
断
熱
・

高
気
密
化
や
通
風
利
用
、
日

射
熱
の
抑
制
な
ど
建
物
に
よ

る
省
エ
ネ
化
を
図
る
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
断
熱
材
の
性
能

を
良
い
も
の
に
変
更
す
る
こ

と
や
、
冬
季
に
は
開
口
部
か

ら
約
半
分
の
熱
量
が
逃
げ
て

し
ま
う
の
で
二
重
窓
に
す
る

な
ど
の
性
能
向
上
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
熱
交
換
型
の

換
気
扇
の
導
入
や
太
陽
熱
給

湯
設
備
の
設
置
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

後
者
は
消
費
電
力
の
効
率

化
を
図
る
為
に
設
備
機
器
の

高
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
白
熱
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
図
る
こ
と
や
給
湯
器
を
エ

コ
ジ
ョ
ー
ズ
に
変
更
す
る
な

ど
の
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
住
宅
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
も
考
え
て
、

住
宅
を
建
て
る
こ
と
が
当
然

の
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
人
類
が
滅
亡
し
な
い
た
め

に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
考

え
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。（
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
講
習
会
テ
キ
ス
ト

よ
り
）

建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正

まつのじん稽古場コンサート2019
　大阪支店の恒例行事となっている「まつのじん稽古場コンサート」
を11月17日に行いました。
　はるばる東京から参加した方もおられる中、会場は40名の方で超
満員になりました。
　昨年に続きバイオリンの松野迅さん、チェロの植草ひろみさん、ピ
アノの榎田まさしさんの3名によるバイオリンとピアノのソナタの
演奏が行われました。
　また、植草さんによるチェロ独奏、榎田さんによるピアノ独奏も行
われました。
　昨年まで熱心に稽古場コンサートに取り組まれていた富永さんが
退職され、存続の危機にありましたが、コンサートの最後に松野迅さ
んから「ここでやめるのはおしい。来年も取り組みましょう」と新協
建設に要請があり「新協建設プレゼンツまつのじん稽古場コンサー
ト」が来年も継続して行うことが決まりました。
　来年もご参加のほどぞよろしくお願いいたします。

新年あけましておめでとうございます。
オリンピックイヤーの年が明けました。
７月の開会が待ちどおしいです。
大阪支店一同もオリンピックに負けないように全力投球で頑張ります。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

2020年1月　大阪支店一同

心をつなぐコンサート Vol.17
人間らしく安心して働き、生きることができる
社会、そして何よりも平和な社会のために手を
つなぎましょう。

2020 2/7㈮ 18：30開演
Ⅰ部 コーラスグループ
Ⅱ部 争議支援のアピール
Ⅲ部 敬虔なる響き チェロ四重奏
【会場】
サンスクエア堺Ｂ棟ホール（JR阪和線堺市駅すぐ）
主催：堺労連・堺労連女性部・心をつなぐコンサート実行委員会
お問い合わせ：072-221-8384
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編
集
後
記

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
相
次
い
で
大
型
の
台
風
が
日

本
に
上
陸
し
て
、
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ
る
日
本

近
海
で
の
海
水
温
上
昇
が
原
因
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
め
ば
氷
河
が

溶
け
出
し
海
面
上
昇
に
よ
り
、
洋
上
の

島
国
で
は
移
住
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
大
阪
の
臨
海
部
で
も
同
じ
こ
と

で
す
が
移
住
や
堤
防
の
補
強
等
の
何
ら

か
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　

ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
何
時
で
も
お
湯
が

出
る
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
っ
て
暑
さ
寒
さ
も

快
適
に
過
ご
せ
る
。
今
の
世
の
中
は
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
を
考
え
る
と
、
快
適
だ

け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
不
便
さ
を

味
わ
う
暮
ら
し
、
不
便
を
楽
し
め
る
心
の

ゆ
と
り
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
事
で
す
が
息
子
は
こ
の
２
月
に
２

歳
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
子
の
将
来
に
青
い

空
を
青
い
ま
ま
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
あ
え
て
不
便
を
楽
し
め
る

心
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

耐震改修工事を検討しませんか？
　東日本大震災から9年目となる3月が近づいて来まし
た。関西においても南海、東南海地震はいつ起きてもお
かしくないと言われています。最大震度も6以上と想定
されており、建物にも倒壊など相当数の被害が出ること
が予想されています。
　こうしたことを反映しているのか、自宅の耐震性に不
安を感じて連絡してくる方もあり、大阪支店でも耐震改
修工事のご依頼が年間数件あり工事を行っています。
　昨今では耐震改修工事と合わせてリフォームされる
方が増えています。行政から耐震改修工事に補助金が
交付されるからです。（行政への申請が必要になります）
例えば大阪府は改修設計10万円、改修工事40万円の計
50万円、堺市では改修設計26万円、改修工事120万円
も補助金が交付されます。（その他の自治体でも補助金
はあります）
　今回は近年に大阪支店で行った耐震改修工事の事例
を集めてみました。

耐力壁を設置した後の写真

既存基礎に沿って新設基礎で補強
(コンクリート打設前 )した例

筋交いを設置して補強した例

既存土台と基礎をつなぐアンカーを
設置した例

天井内部に鉄性のブレスを
設置した補強例

耐力壁の補強前の写真

開口部両側に耐力壁を作る補強前の写真

耐力壁を作る補強後の写真

補強前の写真

構造用合板で補強した例


